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徳　育

個性を尊重して、

社会的規範、感動する心、

思いやりや感謝の心など

豊かな人間性を身につける。

知　育

自らの可能性を信じ、

知識・技術の練磨に努め

自分を高める努力を

重ねる。

（財）赤岩公徳体財団便り

赤岩公徳体財団理事長ご挨拶赤岩公徳体財団理事長ご挨拶赤岩公徳体財団理事長ご挨拶赤岩公徳体財団理事長ご挨拶

　赤岩公徳体財団も皆様のご支援のお陰をもちまして設立から５年目を迎えることとなりまし

た。手探りで進んでまいりましたが皆様のご指導ご鞭撻のお陰と心より感謝を申し上げます。

　さて、この間の日本を取り巻く環境は予想を超える変化となっております。新興国向けの輸

出が増えて内需が大幅に落ち込んでいることから、米国・欧州の先進国から新興国へとグ

ローバルの潮流は向かっています。我々はこのグローバルの中で自身のあり様を考えなけれ

ばなりません。財政を赤字にして景気を持ち上げようとしたツケがこれからやってくることを考

えれば国の経済政策に大きな期待も持てないのが実情ではないでしょうか。特に気に掛かる

のは、核家族化の行く末である、家族関係が崩壊するとそれぞれが孤立してしまい、人間関

係が成り立たなくなることにより社会全体が活力を失う大きな元となります。そういった兆しが失

業率の上昇による自殺者の増加、親の死を隠した年金の不正受給などに見られるようにより

鮮明になってきています。
理事長：赤岩達重

徳育・知育・体育の成長を図るため、スポーツ活動を通じて、世界に通用する

豊かな人格の涵養と自ら学び、個性を伸ばし、心身ともにたくましく、社会の

発展に寄与し、誇りを持てる青少年を育成する指導者を養成する。

理　念

自立する青少年自立する青少年自立する青少年自立する青少年

助け合う　・　学び合う　・　鍛え合う助け合う　・　学び合う　・　鍛え合う助け合う　・　学び合う　・　鍛え合う助け合う　・　学び合う　・　鍛え合う

体　育

スポーツを通じて他者と協調し

心身の健全な育成につとめ

共に生きる。

 

1．さわやかな挨拶をします

2．思いやりと感謝の心を持ちます

3．率先して、目標に向かって常に努力します

4．自らの可能性を信じ、知識・技能の習得に努めます

5．スポーツを通じて、心身を鍛錬し自分自身を確立します

5つの誓い

第５回メイトカップ　（佐伯ソフトボールスポーツ少年団交歓大会）が開催されました

　こういった閉塞状況を打ち破るには過去の成功体験や軌跡を呼び戻すことではなく、真剣に新しい未来を

考えて政治・経済・社会制度などの大変革が必要ではないかと思われます。我々は、未来のために今日何

をするかを考えると、やはり未来に生きることが出来る青少年を育成することが優先されるのではないでしょう

か。今年の箱根駅伝の復路で転倒しながら首位を奪い取った選手のように、倒れてもすぐ起き上がり、がむ

しゃらに目標に挑戦する青年を少しでも多く育てることが日本社会の復活に一番必要なことであり、この赤

岩公徳体財団の活動に改めて意を得た次第であります。引き続き皆様方のご賛同とご支援を

お願いいたします。

　選手宣誓は、佐伯ソフトボールスポーツ少年団主将の河野達也さん。ス

ポーツマンシップにのっとり正々堂々と戦うことを誓い、元気いっぱいに試合

が始まりました。決勝戦は横井スポーツ少年団Ａチームと西大寺スポーツ少

年団ソフトボール部による一騎打ちで、横井スポーツ少年団Ａチーム横井スポーツ少年団Ａチーム横井スポーツ少年団Ａチーム横井スポーツ少年団Ａチームが優勝

を勝ち取りました。 選手宣誓：河野達也さん

赤岩理事長による始球式
　平成22年9月18日（土）、佐伯スポーツセンターにて、第５回メイトカップが開催され、

県内１６のソフトボールチームが参加しました。（当初６月開催予定が、雨のため2度に

わたって順延となっていました。）
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瀬戸内邑久ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団 [瀬戸内市]

吉永ソフトボールスポーツ少年団 [備前市]

佐伯ソフトボールスポーツ少年団 [和気町]

赤坂スポーツ少年団 [赤磐市]

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

第一回赤坂スポーツ少年団新人戦交歓大会において優勝できたことです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

なかなか一勝できず、試合で負けそうになると元気がなくなっていた子供たちが、最後まで諦めずに頑張れるようになった事です。

③今年度の活動で一番苦労していること

大会に参加するときの指導者・審判員の確保に苦労しています。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか

1 「おはようございます」「さようなら」･･･自分から先に大きな声で

2 「ありがとうございました」･･･帽子をとってお礼を言う

3 自分の欠点を理解させる･･･何がいけないのか、どう改善できるか、楽しみながらやらせる

4 褒めて育て、褒めて伸ばす

5 自発的に取り組む心を養い、自主性を育てる

⑤当財団に望むこと、期待すること    ソフトボール講習会の開催を望みます。

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

岡山県2号球県大会で3位に入り、中四国大会（広島）に参加できたことです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

心身・技能・挨拶、この3つを子供たちに教え、この中でも心身を鍛錬し自分自身を確立することが一番成長したと思います。

③今年度の活動で一番苦労していること

上にある3つを教えてきた中で、特に挨拶に苦労しました。団活動中はできますが、それ以外での挨拶等を特に子供たちに教えてき

ました。団活動以外では出来ていないようでこのことを教えるのが一番苦労しています。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか

1 大きな声で団活動、団活動以外でも挨拶をする

2 チームメイトの失敗のフォローの仕方、そして育成会への感謝

3 2号球県大会の優勝を全員で勝ち取るという目標の下、団員全員で練習を頑張りました。

4 試合途中でも相手チームのいいところ、悪いところを細かく子供たちに教えました。

5 プレッシャー、モチベーションのもって行き方を教えました。

⑤当財団に望むこと、期待すること   今後もスポーツ少年団活動にご支援を宜しくお願いします。

『絆』集中・思考・団結

スローガン

明るく、元気に、楽しく、感謝を忘れずに

スローガン

燃えろ吉永　心ひとつに全員野球

スローガン

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

今年度は、今までにないくらい各大会において優秀な成績が収められたことで、

その中でも夏の県大会に出場し予選リーグを突破したことです。決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄでは

惜しくも敗れましたが良い経験となりました。又、今年最後の大会の後日に瀬戸

内市の少年団(3団)で試合や練習を行い楽しく過ごすことが出来たことです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

最初は、緊張して試合をしており周りが見えていませんでしたが、試合を重ねる度に余裕がもてるようになり、次の試合までの空き時

間などで、他チームの選手と会話を交わす等の交流を深めていけるようになったことです。

③今年度の活動で一番苦労していること

4年生以下を指導して下さっていた指導者の方が、仕事の関係で指導できなくなり、育成会(保護者)

の都合が付く方が交代で指導に当たりましたが、専門知識がなく手探りのなか指導をしたことです。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか。

どんなに練習を重ねてもエラーは必ずある、しかし挨拶すること、感謝すること、

努力することなど、自分で必ず出来ることは自分で行う様に指導しています。

⑤当財団に望むこと、期待すること　　　指導者はいるが、団員がいない、又はその逆のケースがあると感じられることがあり、子供達へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　活動するチャンスを与える、又指導者を埋もれさせない活動を考案して頂ければと思います。

・大きな声で挨拶・グラウンドの中は歩かない・礼儀正しく

↑瀬戸内市少年団

↑瀬戸内市少年団6年生

↑第14回西日本親善少年ソフトボール選手権大会

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

愛媛県八幡浜市の大会に出場し、予選を勝ち抜いて決勝トーナメントに出場したことです。

また、西日本大会でも60チーム以上参加する中で、チーム初となるベスト16入を果たしました。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

キャプテンが中心に立ち、六年生を中心に気持ちの良い挨拶ができるようになったり互いを

思いやり、試合中にお互いを励まし合えるようになりました。また控えの子供たちがチーム

の為に一生懸命応援ができるようになりました。

③今年度の活動で一番苦労していること

子供たちに対し、他人の話を傾聴したり、一生懸命に全力プレーすることの大切さを伝えようとしますが、思春期になると、そのこと

に対して恥ずかしさが先立ち、なかなか素直にそれを実践することが困難になります。そんなとき、指導者は子供たちにどのように接

すればよいか、その躾を担当者がどこまで介入すべきかを悩んでいます。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか

同じ理念の下に活動しています。

⑤当財団に望むこと・期待すること   今後も地元少年へのご支援をお願い致します。
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横井スポーツ少年団バレー部[岡山市]

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

体育館の耐震補強工事のため、4ヶ月もの長い間私用ができなくなったとき、馬屋上小学校のご厚意により練習ができたことで

す。苦労はありましたが、今は良い思い出です。馬屋上小には皆心から感謝しています。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

練習前の準備（コート設営・窓の開閉・コーチ用の椅子の出し入れ等々）を指導者が毎回指示

しなくても2～3年生の子供までもが自主的に喜んでやっていることです。

③今年度の活動で一番苦労していること

仕事を持っている指導者が、仕事が厳しくなり、練習にも参加できない厳しい社会事情と

なって、参加可能な指導者は高齢化が進んで若い指導者が育たないことです。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか。

練習の前に、声出し（一人ひとりが今日の自分の練習の目標を大きな声でいう）壁倒立、

校歌合唱などの後指導者が精神指導を行なっている。（練習に取り組む心構えも含め）

⑤当財団に望むこと、期待すること

スポーツ少年団活動の支えになり、励みになる財団と考え、ありがたく感謝しております。

これからも末永く継続して運営していただくことに大いに期待しております。

佐伯バレーボールスポーツ少年団[和気町]

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

今まで一勝も難しかったチームが今年度は郡大会で優勝することができました。また、足を骨折してしまった

チームメイトを移動するときには、おんぶしてあげたりして、皆で協力し合い、思いやりの気持ちが育ったことです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

技術的にも成長しましたが、日々の練習により、精神力が強くなりました。

③今年度の活動で一番苦労していること

団員が増えない事です。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか

指導者をはじめ、親も手本となり、日々の練習を通して伝えています。

⑤当財団に望むこと、期待すること

少人数の団体に支援をいただき、本当にありがとうございました。

これからもこの支援が少人数の団体へも続いていくことを期待しております。

いくらプレーが上手になっても、成績が光っていても、爽やかな挨拶ができな

かったり、態度が悪かったり勉強の成績が悪かったりでは意味が無い。むしろ挨

拶、返事、手伝い等が優先してきっちりできる伝統チームであってほしい。

 最後まであきらめない

日生バレーボールスポーツ少年団[備前市]

漁師町　日生っ娘（子）パワーで明るく！！強く！！元気よく！！

スローガン

11/23備前市新人大会準優勝→

↑第30回　全日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ小学生大会（岡山県大会）

香登バレーボール少年団[備前市]

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

備前市新人大会、東備新人大会（Ｂブロック）で優勝できたことです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

下の学年が入団してきたことにより、高学年の責任感が出てきたことです。

③今年度の活動の中で一番苦労していること

指導者が不在の時の練習をどうして行くか、が苦労しています。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか。

・監督、保護者、その他試合会場等で、礼儀をきちんとする。

・低学年の面倒をみること。

・優勝に向けて、チームの団結力を高める。

⑤当財団に望むこと、期待すること

今回補助金をいただき、ユニフォームを新しくすることが出来ました。

今後も他の少年団にこのような機会を与えてください。

一球入魂

スローガン

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

11月23日に行われた、備前市新人大会で準優勝ができたことです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

この子供たちには負けて悔しい気持ちなど持っていないのではないか、と思うほど一回戦で負けて帰るのが当たり前の試合をしてき

た我チーム。その子達が、日々努力を重ね、少しずつ、勝てる試合が増えていき、最後まで諦めない精神でチームが団結し、粘り強

く頑張っている様子を見ていると、この一年で心身ともに成長したと感じられました。

③今年度の活動で一番苦労していること

今現在とくにありません。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただいているか

この中でも特に1に対しては、挨拶に始まり挨拶に終わる。常日頃から気持ちの良い挨拶ができるよう、

保護者自ら率先して元気よく挨拶するよう心がけています。

⑤当財団に望むこと、期待すること

赤岩公徳体財団様には常日頃から大変お世話になり、ありがとうございます。これから未来へ羽ばたく

子供たちへ、今後ともご協力をお願いいたします。

スローガン
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　　　　ご意見・ご感想等ございましたら、こちらまでご連絡をお願い致します。

寒河剣道スポーツ少年団  [備前市]

①今年度のスポーツ少年団活動において伝えたいことや嬉しい出来事

助成金のおかげで多数の試合に出ることができ、その中でお互

いに声を掛け合う事で一丸となることができたことが嬉しいです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

高学年と低学年の力の差があり、高学年が低学年に対して手を

差しのべることができるようになったことです。

③今年度の活動の中で一番苦労していること

団員の増員。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただい

ているか。

1．稽古以外でもしっかりと挨拶ができること。

2．先生・保護者への感謝と仲間への気づかいができること。

345．素直な気持ちで稽古に励み、試合での勝負よりも自分に対

しての勝負を考えること。

⑤当財団に望むこと、期待すること

未来ある子供たちの

ためにも、この活動を

永く継続してください。

ご無理なお願いです

が、また援助をお願い

致します。

「備前の寒河剣道スポーツ少年団」から

「日本の寒河剣道スポーツ少年団」へ

長船ﾌﾚﾝｽﾞ軟式野球ｽﾎﾟｰﾂ少年団  [瀬戸内市]

①今年度のスポーツ少年団活動において

　 伝えたいことや嬉しい出来事

結成10周年記念大会が無事にでき、各参加チームからは大

変喜んでもらい、盛大にできたことです。

②今年度の活動を通じて子供たちが一番成長したこと

ここ数年、公式戦での勝利が少なかったのですが 招待、公式

戦で2回戦・3回戦と戦えたことです。

③今年度の活動の中で一番苦労していること

子供たちの野球に対する意欲を引き出すことに、苦労してい

ます。

④当財団の理念及び５つの誓いを子供達にどのように教えていただ

いているか。

日々の練習と試合の中で指導者に教えていただいています。

⑤当財団に望むこと、期待すること

今後も子供たちのためにご支援をよろしくお願い致します。

 明るく・楽しく・元気よく

◎応募資格

　　①岡山県内に所在するスポーツ少年団であること。

　　②スポーツ少年団に所属するチームであってその活動が活発であると財団が認めるもの。

◎助成対象

　　①スポーツの練習、試合を通じて発生する費用を対象とします。

　　②活動の為に必要な消耗品費、設備費、賃借料、光熱費などですが、飲食費、交際費は対象になりません。

　　③助成対象期間は募集年度と同じ平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までとします。

◎助成金額

　　１団体につき１０万円を上限とします。

◎応募方法

　　所定の応募用紙『活動助成申請書』にご記入の上ご提出ください。なお、応募用紙は公共の教育施設に

　　用意しております。また、（株）メイト内（財）赤岩公徳体財団事務局　Tel：０８６９-８８-０２４３　担当：入江

　　までご連絡くだされば、送付させていただきます。

◎応募期間

　　平成２３年２月１日から平成２３年３月３１日まで

◎提出先

　　（株）メイト内（財）赤岩公徳体財団事務局　担当入江まで

　　　　　  [ 住所 ： 岡山県和気郡和気町佐伯５２６-３　Tel ： ０８６９-８８-０２４３ ]

　　なお、申請書の返却はいたしませんが、審査目的以外の使用は致しませんのでご了承ください。

財団法人　赤岩公徳体財団　平成23年度助成金募集要綱財団法人　赤岩公徳体財団　平成23年度助成金募集要綱財団法人　赤岩公徳体財団　平成23年度助成金募集要綱財団法人　赤岩公徳体財団　平成23年度助成金募集要綱
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